
 

 

令和３年度 事業報告について 

 
◯第 1回拡大企画委員会 令和 3年 5月 18 日（火）10:00～11:00 佐世保高専 大会議室 

     企画委員・各ＷＧ委員 15 名  

１．令和２年度事業報告、２．令和２年度決算報告、３．令和３年度事業計画（案）、 ４．令

和３年度予算（案）について審議され、理事会へ提出することが了承された。 

◯第 2回企画委員会 令和 3年 7月 1日（木） メール会議 

共同研究補助事業基礎研究助成金評価表提出依頼 7 月 15 日（木）締切 

◯理事会 令和 3年 6月 16 日（金）13:30～14:30  佐世保高専 大会議室 

理事・監事出席者 ８名、 

１．令和２年度事業報告、２．令和２年度決算報告、３．令和３年度事業計画（案）、 ４．令

和３年度予算（案）について審議され、各審議事項を総会（書面総会）へ提出することが了承さ

れた。 

◯総会（書面総会） 令和 3年 6月 30 日（水） 会員への送付  

１．令和２年度事業報告、２．令和２年度決算報告、３．令和３年度事業計画（案）、   

４．令和３年度予算（案）について、 

委任状(回答者：法人会員 49、個人会員 5、特別会員 11)により決議（7月 30日（木）締切） 

       第 1回拡大企画委員会（5/18）        理事会（6/16）             
 
 
 
 
 

 
 

Ⅰ．技術振興事業について 

（１）技術相談会の実施について 

 ①関係支援機関との連携による企業訪問実施体制の検討  

  会長の会員企業訪問の計画…今年度無し 

 

 ②定例的な技術相談日(毎月１回程度)の設置の継続   

  ○第４水曜日 １０:００～１６：００ 

4 月 28 日、6月 23 日、7月 21 日、8月 25 日、9月 22 日まではオンラインのみ開催、  

   10 月 27 日、12月 22 日、1月 26 日、2月 24 日（木）、3月 23日 

技術相談件数：7件 定例技術相談会（10/27㈱ナカムラ消防化学） 

 

 

 

 

（佐世保高専技術相談 20 件 

 

 ③共同研究補助事業 

・共同研究補助事業基礎研究助成金（別添募集要項（別添資料 1-1）） 

・募集期間：6月１日（火）～6月 30日（水）（5月 26日募集依頼） 

・申請件数：3件 （ 6 月 30 日（水）佐世保高専による選考・推薦） 

・助成金決定： 3件（各 10万円）（企画委員評価により決定 7月 20 日（火）別添資料 1-2） 

・研究助成寄付金申請書提出 →受入決定 7月 27日（火）、7月 30 日（金）振込 

・基礎研究助成金報告（5月 9日） （資料１） 



 

（２）技術研究会（交流会）の実施について 

①工業団地等との技術研究交流会について 

 学・官が会員企業の事業概要を周知するために開催・・コロナウイルス関連で実施なし。 

開催地の検討｛市内工業団地、商工団体等、未実施地域（波佐見/川棚地区、平戸地区）｝ 

 

②技術シーズ発表会（講演会等との共催） 

関係機関等の技術シーズのパネル展示等は講演会がオンライン開催のための開催なし。 

 

   ③佐世保高専ラボツアー 

    佐世保高専の各学科の研究室や設備の見学会・・コロナウイルス関連で実施なし。 

 

④組込技術コミュニティ（ＮＥＴ－Ｃ研究会） 

毎月１回、第３水曜日を定例日として実施。（主に地域共同テクノセンター） 

    ＷＥＢ（Google Meet）参加も並行して実施。 

4 月 21 日、5月 19 日、6月 16 日、7月 21 日、8月 18 日、9月 15 日、10月 20 日、 

11 月 17 日、12月 15 日、1月 19 日、2月 16 日、3月 16 日（予定） 

     ４月            8 月           11 月 

 

 

 

 

 

 

 

   ⑤水素エネルギー開発研究会の開催   別添資料 1-3 

      日時：令和 3年 12 月 15 日（水）13:20～15:40（ONLINE 開始 13 時 00 分）  

場所：佐世保高専情報セキュリティー演習室 

参加者：学外者 オンライン参加 8 名 

    学内者 学生 48 名、教職員 8 名 

    中島会長挨拶      山辺講師        松本講師       谷講師 

 

 

 

 

 

 

  

⑥新規研究会の立ち上げの検討の継続 

・ＡＩに関する基礎のセミナー計画の検討もあったが、今年度もコロナウイルス関連で実施 

できなかった。 

 

 

（３）講演会の実施について 

①先進技術や地域企業の事業化に関連した講演会 

    ・水素エネルギー開発に関する講演会 12 月 15 日（水）開催 

    その他、下記については、今年度もコロナウイルス関連で実施なし。 

    ・情報セキュリティに関する講演会（佐世保高専 K-SEC 共催） 

    ・その他、地域企業が求めるセミナー等の開催を検討 

 



 

②佐世保高専 EDGE キャリアセンターの講演会 

＜アントレプレナーサロン＞ Microsoft Teams オンライン会議 

vol.1 6 月 1日（火）16:30～   

スタートアップサポート株式会社 社長 高本 智徳氏 

      「佐世保高専 OBの３０歳からの起業。高専生が佐世保で起業して感じたこと。」 

vol.2 11 月 10 日（水）16:30～ （6 月 28 日（月）変更分） 

株式会社シリコンバレーベンチャーズ 取締役社長兼 CEO  森若 幸次郎氏 

    「シリコンバレーから学ぶ企業、就職にも役立つグローバルマインド」 

vol.3 12 月 13 日（月）16:30～ 

    福岡 eスポーツ協会 会長 中島 賢一 氏 

    「e スポーツがインストールされた社会がもたらす新しい価値」 

＜グローバルカフェ＞ Microsoft Teams オンライン会議 

vol.1 5 月 7日（金）16:30～    

熊本高専情報通信エレクトロニクス工学科 5 年生 三次 伶奈 氏 

「高専リケジョの海外インターシップとトビタテ留学の話」  

     vol.2 7 月 14 日（水）16:30～ 

      タイ国政府観光庁福岡事務所 マーケティングマネジャー 富松 寛考 氏  

      「微笑みの国タイとタイランド 4.0」 

 

③連携機関との共催、後援での開催 

    ◯産学官イノベーション創出プロジェクト事業（長崎県産業振興財団主催） 

・第 1 回産学官金連携サロン 令和 3 年 9 月 28 日（火）14:00～16:00（別添資料 1-4） 

       ①基調講演、②長崎大学研究室等紹介（ラボツアー）オンライン開催 

     ・第 2 回産学官金連携サロン 令和 4 年 2 月 16 日（水）14:00～16:40（別添資料 1-5） 

       ①持続可能な生産活動のススメ ②海洋技術開発研究委託事業の成果報告、 

       ③佐世保高専の研究テーマ オンライン開催 

    ◯長崎県新エネルギー産業等プロジェクト推進事業（長崎県産業振興財団主催） 

（別添資料 1-6、1-7） 

・第 1回水素事業化研究会 オンライン視察会 令和 3年 10 月 14 日（木）14:00～15:30 

・第 2回水素事業化研究会 オンライン講演会 令和 4年 1月 26 日（水）13:30～15:20 

 

 

Ⅱ．人材育成事業について 

（１）地元企業人材の育成に関すること・・実施なし 

新規人材育成事業の検討及び長崎県・佐世保市への人材育成事業の提案の検討 

 

①佐世保高専と連携した人材育成・・実施なし  

・会員企業の要望に応じた講座 ※制御機器入門講座・リレーシーケンス入門講座等 

・佐世保高専の推進事業に関する講座 ※地域企業対象の情報セキュリティ講座 

・その他の新規講座の開催検討（アンケート調査） 

 

②佐世保工業会と連携した人材育成…なし 

 

③次世代創業者育成プログラム（佐世保市、県立大、国際大、高専との共同研究）への協力 

   令和 3年度佐世保市次世代創業者育成事業成果発表会 

   日時：令和 3年 12月 11 日（土）10:30～16:25 

   場所：佐世保高専大講義室。ICT5 

   成果発表：長崎県立大学 4チーム、長崎国際大学 4 チーム、佐世保高専 4 チーム 

 



 

 

開会挨拶      県立大学 B     国際大学 B    佐世保高専 B     講評 

 

 

 

 

 

 

（２）地元学生の育成（企業と学生の交流促進）に関すること 

  ①佐世保高専企業技術セミナー開催 

・4年生対象・・各教室でのプレゼン形式（企業紹介 15分、質疑応答 10分）（別添資料 2-1） 

    実施日時：令和 3年 11 月 11 日（木）14：10 集合 14:40～16:10 各クラス 3社 

    実施日時：令和 3年 11 月 17 日（水）10：00 集合 10:30～12:00 各クラス 3社  

参加企業：16社  会長挨拶（控室）          プレゼン 

 

 

 

 

 

 

   ・2 年生対象・・各教室でのプレゼン形式（企業紹介 15 分、質疑応答 10 分）（別添資料 2-2） 

             インターンシップの受入れについてはプレゼンの時に説明 

    実施日時：令和 4年 1月 12 日（水）14：10 集合 14:40～16:10 各クラス 3社 

    参加企業：10社   会長挨拶       プレゼン     オンラインプレゼン 

     

     

     

     

 

  ②インターンシップへの協力・・・・実施なし 

   ・学生のインターンシップ受入協力について 2年生対象の際にプレゼンの中で依頼。 

※参考 例年高専 4年生は全員参加、低学年生の 1Day も推進したい 

   ・佐世保工業会との連携の検討・・実施なし 

 

  ③見学会の実施・協力・・コロナ感染拡大のため中止 

   ・学生を対象とした企業や県技術センターの見学会 

    ※参考 高専の２年生：半日、３年生：１泊、４年生：１週間、専攻科１年生：半日 

   ・NTC 単独での実施および佐世保工業会との連携での実施を検討 

 

④佐世保高専ＥＤＧＥキャリアセンターの活動への連携協力 

・学生のアントレプレナーシップ、グローバル化、地域連携、キャリア教育を推進 

・長崎県立大学、長崎国際大学のアントレプレナー系の研究室との連携 

 

  ⑤アイデアコンテスト、ビジネスプランコンテストへの連携協力 

   ・佐世保高専専攻科ゼミ内コンテスト ※令和３年度新規 

・学生支援窓口設置の検討 

   ・西九州させぼ広域都市圏ビジネスプランコンテスト（主管：佐世保市、ＮＴＣ協賛） 

     12 月 21 日（火）協賛金（10 万円）支出済 

 



 

  ⑥佐世保高専との連携事業 

   ア．KOSEN EXPO～高専とつながる！高専で見つかる！～の開催（オンライン開催） 

     令和 3年 10 月 20 日（水）13:00～16:25 

令和 3年 10 月 21 日（木）09:20～11:55 

・柳生准教授：10:00-10:25「ジャンボタニシをやっつけろ！工学的防除装置の実用化希望」 

・西口准教授:10:20-10:35「カーボンニュートラル地方活性化ネットワーク」 

・出展依頼：参加企業 13 社（会員企業、佐世保高専関係企業） 

（特設サイト展示 R4.02.28 まで） 

 

    イ．高専 GIRLS SDGｓ×Technology Contest「高専女子の技術（ちから）が、未来を変える」 

      令和 4年 1月 22 日（土）13:00～16:45 （高専 GCON2021 オンライン配信） 

      全国４２チームエントリー、本選（成果発表会）12 チーム中 本校２チーム参加 

         ・UNITS チーム、 ・ファインバブル Lab チーム 

       視聴者賞受賞：ファインバブル Lab チーム  

 

    ウ．「2021 年度高専女子フォーラム in九州・沖縄」 

      令和 4年 3月 25 日（金）13:00～17:00 （幹事校：佐世保高専 オンライン開催） 

      発表企業申込締切：2月 22 日（火）   

       ※会員企業からの出展申込みがあったが、応募多数のため参加できなかった。 

 

 

 

Ⅲ．情報発信事業について 

（１）会員企業情報の発信に関すること 

①デジタルサイネージシステムを利用した会員企業の紹介 

   ・佐世保高専正面玄関および地域共同テクノセンター入口に設置のモニタで表示 

   ・会員企業へスライドデータの作成を依頼・・7月 30 日締切（書面総会通知に同封） 

     新規登録企業 5 社 修正連絡企業（R2 分変更） 7社 登録会員数 37 社 

 

 

②U ターン・Iターン検索システムの運用 

   ・佐世保高専卒業生および会員企業への案内の継続 システム利用方法の検討 

   ◯システム利用方法の検討として、佐世保市より提案の「させぼお仕事情報プラザ」を 

利用した佐世保高専卒業生及び会員への追加登録の事項（案）作成（別添資料 3-1、3-2） 

 

③ホームページ（ＨＰ）の利活用の促進 

・西九州テクノコンソーシアムＨＰ改修の継続 

 

（２）活動情報の発信に関すること 

  ①イベント等の情報発信 

   ・NTC 主催および共催イベント情報についてはメール及び FAX にて連絡 

   ・関係機関からのイベント情報等についてもメールにて連絡 

 

②NTC 事業報告 

・ＨＰへの事業報告書の掲載 

 

（３）その他、新たな情報発信方法の検討 

 

 



 

 

Ⅳ．佐世保市中小企業等支援事業について 

（１）令和３年度審査会（コロナ対応型も含む）委託業務の実施 

  ・事前ヒヤリング企業訪問（4社）   5 月 14 日（金）、5月 17日（月）、5月 19日（水） 

・審査委員会（4社）         6 月 9日（水）9:00-12:30（佐世保高専大会議室） 

・中間報告ヒヤリング企業訪問（4社） 11 月 25 日（木） 11 月 26 日（金）、 

・実績報告ヒヤリング企業訪問（4社） 3月 18 日（金）、3月 23 日（水）、3月 24日（木） 

 

（２）令和２年度審査会（コロナ対応型）委託業務の継続 

  ・中間報告ヒヤリング企業訪問（2社） 5月 27 日（木）、7月 20日（火） 

・実績報告ヒヤリング企業訪問（3 社） 8 月 16 日（月）、11 月 16 日（火）、12 月 22 日（水） 

    

   



資 料 １ 

 
 
 

令和３年度西九州テクノコンソーシアム 
共同研究補助事業基礎研究助成金報告書（申請書含む） 

 
 

 
研究テーマ，タイトル等 

 

１．「電気刺激を用いた海洋生物の行動制御に関する基礎研究」 
電気電子工学科 准教授 猪原 武士 

 
２．「小型魚類の行動モデル確立に向けた群れ指標構築に関する研究」 

電子制御工学科 助教 松田 朝陽 
 

３．「高温硬化型エポキシ系接着剤の硬化条件・無機フィラー添加が硬化反応 
と力学物性へ与える影響」 

物質工学科 助教 嘉悦 勝博 
 

 
 
 



 

西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金報告書 
令和 ４年 ５月 ９日 

電気刺激を用いた海洋生物の行動制御に 

関する基礎研究 

 

氏 名 猪原 武士 所 属 電気電子工学科  

職 名 准教授 学 位 博士（工学）  

キーワード 電気刺激、海洋生物、ウニ 

技術相談 

提供可能技術 
IoT デバイス開発，音センシングを用いたモニタリングシステムなど 

 

 

社会実装の可能性 

現在の研究成果より，電気刺激がウニに対して忌避効果があることは確認された．しかしながら，なぜそのような忌

避行動を示すのかについての科学的な考察には至っていない．このあたりを明らかにすることができれば，社会実

装の可能性が大きく高まる． 

 

NTC会員企業へのアピールポイント 

磯焼け問題は，長崎県だけの問題ではなく世界的な問題になっています．また，ブルーカーボンオフセットの観点

からも海藻類の繁栄は重要なものになっています．低環境負荷で持続可能な磯焼け対策の必要性があります．電

気刺激に限らず様々なアプローチで磯焼け対策を考えていきたいと思っています． 

※適宜図表等を用いて作成してください。なお、本書については理事会及び総会にて報告いたします。 

研究概要 

長崎県をはじめとした浅海域における海洋資源の減少が問題となっている．この一因として〈磯焼け〉と呼ばれる

浅海域の海藻の減少が問題となっている．この対策として，海中に網を設置し海藻の保護や海藻の育苗が行われて

いる．これらの方法は，網が漁船の邪魔になることや網の中にウニらが侵入した場合，その中の海藻類は全滅する

こと，漁業関係者によるメンテナンスが大変であるなどの課題がある． 

本研究では，持続可能な新しい磯焼け対策技術を開発するために，電気刺激による磯焼けの原因となっているウ

ニの忌避もしくは誘引効果の検証を行い，その行動制御を試みた． 

本研究期間では，電気刺激がウニの行動に与える影響について定性的

に検証を行った． 

１．完全循環型の陸上ウニ飼育システムを整備し生育環境を構築した． 

２．電圧および電流を変化させた際のウニの行動について調査を行った．

現時点の成果としてウニは電気を感じ忌避行動を示すことが確認された． 

３．今年度の結果から電気特性パラメータとウニの行動の相関関係を明ら

かにすることができなかった．今後も継続的な調査を進める．  
図．ウニの電気刺激実験の様子 



西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金申請書 
令和 ３年 ６月２４日 

研究テーマ，タイトル等 

電気刺激を用いた海洋生物の行動制御に関する基礎研究 

氏 名 猪原 武士 所 属 電気電子工学科 

職 名 准教授 

研究キーワード 磯焼け，電気工学，行動制御 

NTC の活動へ

の参加状況 

直近過去３年間で参加した NTC の活動について、以下の項目より選択してください。 

□技術相談 □共同研究 □受託研究 □セミナー、講演会

□その他（ ）

研究概要 

長崎県は，長い海岸線を有する地理的特徴から水産業が盛んである．しかし近年，アワビやウニなど浅海域にお

ける海洋資源の減少によって漁獲量が大きく減少している．この一因として磯焼けと呼ばれる浅海域の海藻の減少

が問題となっている．現在，磯焼けの対策として，海中に網を設置するなど物理的隔離による海藻の保護や，水産セ

ンターなどにおける海藻の育苗が行われている．これらの方法は，網が漁船の航路の邪魔になることや波などで網

の中に侵入した場合，その中の海藻類は全滅すること，漁業関係者によるメンテナンスが大変であるなどの問題が

ある．

本研究では，持続可能な新規の磯焼け対策技術を開発するために，電気刺激による磯焼けの原因となっている

ウニの忌避もしくは誘引効果の検証を行い，その行動制御を試みる．電気導電性の高い海中における電気刺激によ

る生物制御に関する研究報告は少ない．本手法は，網などを使用しないために，環境に与える影響は小さくすること

ができる．

研究計画 

本研究期間では，電気刺激がウニに与える影響について定性的にその効果を検証する． 

具体的には次のことを実施する． 

１． ウニの飼育システムを整備し，実験用ウニの条件および環境を整える（閉鎖型水循環システムの構築）． 

陸上での管理を行うために，物理濾過，生物濾過を備えたシステムを構築する．

２． 電圧および電流を変化させた際の電気刺激によるウニの行動軌跡の観察を行う． 

海水は，電気導電率が高い，電圧電流計測および電磁界計算によって行動軌跡との考察を行う． 

３． 海水中の電気分解による成分がウニに与える影響についての観察を行う． 

海水に電圧を印加すると電気分解が生じ塩素および水素が発生する．これが行動に影響を与えるのか調べる． 

４． 上記の結果をまとめて，電気刺激のパラメータと行動制御との相関関係を明らかにする． 

電気的および化学的観点でのウニの行動に与える影響について調べる． 

助成金の主な使途 

・ 水槽および送液ポンプ類台 4 万円

・ 濾過材類 ２万円

・ 電源および電極材類 3 万円

・ 観察用カメラ 1 万 

様式１



 

西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金報告書 
令和  ４年  ５月  ９日 

小型魚類の行動モデル確立に向けた群れ指標構築に関する研究 

   

氏 名 松田朝陽 所 属 電子制御工学科  

職 名 助教 学 位 博士（情報科学）  

キーワード 画像計測、パタン認識、魚類、群れ、行動解析、 

技術相談 

提供可能技術 
動画像データより特定の物体を検出・追跡する技術、または、多クラスの物体を判別する技術。 

 

 

社会実装の可能性 

 魚の養殖の際、容器内に投入する数を適切に設定することは重要である。また、水質の変化等による健康状態を遊

泳の様子から自動的に割り出し提示することに関しても同様に需要があると考える。本研究にて行動モデルおよび群

れ指標の確立に至れば、養殖魚の集団行動より健康管理および水質の異常検知等への活用が可能であると考える。 

 
 

NTC会員企業へのアピールポイント 

 申請者の専門分野は「生物学」と「情報科学」の複合分野であり、主に動画像計測を主領域とする。生き物が発現す

る振る舞いや運動について動画像データを基に定量的に捉え、まだ解明されていない事象の解決や社会問題解決の

一助となることを目指している。本研究テーマは一見、生物学単体のテーマに見えるが、そこから得られた知見は実社

会において科学的に大きな恩恵を受ける可能性を秘めていると申請者は考える。 

 

※適宜図表等を用いて作成してください。なお、本書については理事会及び総会にて報告いたします。 

研究概要 

 保身や種の繁栄のために群れを成す生物は多く存在し、魚類の多くもそれに該当する。我々は、集団で行動する

生物を見て“群れている状態”と認識するが、その基準は明確でないだろう。さて、生態学分野においても同様に、群

れを定量評価するための手段はなく、「群れの指標」を確立することは大きな意味を持つ。また、産業分野においても

群れの状態を常時、定量評価することができれば、養殖魚の健康管理等への応用が期待される。 

 本研究は、社会性を持ち実験生物として広く取り扱われるミナミメダカ（一般的には単にメダカと呼称される）を対象

として、同種の集団行動のモデル化について検討したものである。小型魚類の行動モデルに関する従来研究は幾つ

か報告されているが、コンピュータ上でシミュレーションされたものが多く、実個体へ適用できる保証はない。今回は、

複数の個体をタライに投入し、そこで発現した行動が従来モデルに適するか否かについて検証を実施した。検証の

結果、一部の行動について従来モデルとの相関が見られたがその他についてはモデルの改良が必要であることが

分かった[1]。その後、従来モデル内で設定されたパラメタを適切に設定し改良を加えることで、より実個体に適した

新たなモデルを確立可能な見通しが立っている（この結果については 6 月の学会にて発表予定。採録済）。 

 将来的には、モデル内の行動パラメタの最適化を行い、その結果を基に群れ指標を構築することを見据えている。 

【実績】 

[1]野口真生，松田朝陽，久保田優吾，“集団内におけるミナミメダカの行動計測に関する研究”,第 54 回計測自動制

御学会北海道支部学術講演会論文集, pp.31-32, 2022 



西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金申請書 
令和 ３年 ６月 １７日 

研究テーマ，タイトル等 

小型魚類の行動モデル確立に向けた群れ指標構築に関する研究 

氏 名 松田 朝陽 所 属 電子制御工学科 

職 名 助教 

研究キーワード 画像計測、パタン認識、魚類、群行動、行動モデル 

NTC の活動へ

の参加状況 

直近過去３年間で参加した NTC の活動について、以下の項目より選択してください。 

□技術相談 □共同研究 □受託研究 □セミナー、講演会

□その他（ ）

研究概要 

魚類の群行動は保身や繁殖の観点から大きな意味を持ち、生物学分野においても主要な研究テーマである。一

方で、“群れ”を定量的に評価することは難しく、群行動を定量評価することは大変有用である。 

 本研究では、小型魚類を対象とした行動モデルの確立を目指す。行動モデルとは、“集団内における各個体の振る

舞いを標準化したもの”を指し、その第一歩として“群れ指標”を構築し、集団で遊泳する複数個体の“群れの度合”

を数値化することに取り組む。指標構築に必要なパラメタとして、集群密度や遊泳速度、頭の向き等が考えられる。

これらを動画像データより取得し、多変量解析を実施することで一意に定まる準最適な指標を確立する。 

 魚類の群れ行動モデルに関する研究は、従来コンピュータシミュレーション上でしか行われておらず、実個体を用

いたモデルの確立は新規性を有す。さらに、長崎県は国内でも特に水産業が盛んであり、養殖における稚魚の育成

管理等に本研究結果の活用が見込まれる。 

 以上をまとめると、本研究は学術的な新規性および有用性を有しており、県内産業への活用も見込まれる。また、

研究課題として段階的かつ長期的なヴィジョンを持ち、将来的な社会実装の可能性も含んでいる。 

研究計画 

以下に研究計画を示す。 

R3, 07: 実験環境構築（カメラ・実験用プール設置）、予備実験 ※実験生物は本研究室で飼育するものを使用。 

R3, 08: 実験; 個体数 n =8、実験試行数 N =10。 ※1 日 1 試行とし、対象への負荷を考慮し 1 ヶ月かけて実施。 

R3, 09: 実験データ解析; 撮影したデータより各個体の特徴点座標を取得。 ※N =1, 2, 3, 4, 5 について実施。 

R3, 10: 実験データ解析; 撮影したデータより各個体の特徴点座標を取得。 ※N =6, 7, 8, 9, 10 について実施。 

R3, 11: 多変量解析用プログラムの作成; 12 月に実施する多変量解析に向けたプログラミング。 

R3, 12: 多変量解析; 10 試行分のデータより上記したパラメタを算出し、それらを用いて解析を実施。 

R4, 01: 群れ指標についての検討; 解析結果を用いて準最適な評価式を導出。 

R4, 02: データ・結果まとめ; これまでのデータおよび結果をまとめ、報告書を作成する。 

R4, 03: 報告書提出 

助成金の主な使途 

①実験備品; 実験を実施するにあたり、動画像上の多様なノイズを除去する必要がある。例えば、照明ノイズや振動

があり、これらを除去するための備品購入に充てる。

②データ保管用サーバ; 実験データや解析結果の保管を目的としたサーバ（もしくは大容量記憶装置）の購入に充

てる。

様式１



 

西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金報告書 
令和 4 年 5 月 7 日 

研究テーマ，タイトル等 

高温硬化型エポキシ系接着剤の硬化条件・無機フィラ

ー添加が硬化反応と力学物性へ与える影響 
   

氏 名 嘉悦 勝博 所 属 物質工学科  

職 名 助教 学 位 修士（工学）  

キーワード 高分子材料、ハードコート、食品 

技術相談 

提供可能技術 

高分子材料の開発・改良、製造プロセス改善検討 

熱分析（TG-DTA、DSC）、コーティング改良検討 

 

 

社会実装の可能性 

持続可能な社会実現に向けて、自動車等のモビリティの軽量化・製造プロセスの簡略化に大きく貢献できる接着剤

が注目されている。今回の知見は、ボルト締結・溶接等に比べて骨格部材としての信頼性が不十分な接着剤が、本格

的に社会実装されるために必要不可欠なものである。 
 

NTC会員企業へのアピールポイント 

企業にて培った塗膜関連の各種評価技術（耐候試験等の特殊設備が必要なものだけでなくクロスカット剥離試験な

どの手技も含む）や、材料開発、部品開発の実務経験を活かし、ものづくり・製品改良・製造プロセス改善のお役に立

てると考えます。現在のところ、均一被膜作成機（マイズ試験機 No.605）や、熱分析装置（TG-DTA、DSC）を使用した

分析が可能です。また、材料の変形挙動に関する知見と、現在習得中の生理学の知識を活かして食品の分野でも貢

献できることが無いか模索しております。西九州テクノコンソーシアムの会員企業の皆様との共同研究、受託研究等

の取り組みへの参画を希望いたします。 

※適宜図表等を用いて作成してください。なお、本書については理事会及び総会にて報告いたします。 

研究概要 

本研究では、工業的によく行われる手法である「無機フィラー添加によるエポキシ系接着剤の高弾性

率化」において、弾性率以外の物性への影響を評価した。工業的に重要 (汎用だが学術的研究が不十分) 
な高潜在性アミン系硬化剤(4,4'-Diaminodiphenyl sulfone, DDS)と主剤(Diglycidyl ether of bisphenol- A , 
DGEBA)との混合物に対して無機フィラー(シリカ粒子 平均径 50nm)を添加し、加熱硬化させたサンプル

の評価を行った( 硬化温度：220, 250 ℃、シリカ粒子添加量：0, 10wt%)。 
 その結果、一般に知られているように、ガラス状態ではシリカ粒子添加 
による弾性率上昇が確認された。右図は、各サンプルのガラス-ゴム転移点 
(軟化点)である。軟化点は、無機フィラー添加によって低温側に移動して 
おり、DDS-DGEBA 系におけるシリカ粒子添加は、接着剤の硬さを上昇 
させる一方で、軟化温度の低下をもたらすことが明らかとなった。 
このことは接着剤の用途拡大において重要な知見となる。例えば、自動 

車骨格接合に接着剤を用いる場合、設計や DRBFM の段階で指定された 
要求特性(硬さ等)に適合しなければならないが、単なる高弾性率化(無機 
フィラー添加)だけでなく、当該接合箇所の環境(温度・振動の周波数等) 
を十分考慮した材料設計・材料選択が必要であると言える。 



西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金申請書 
令和 3 年 6 月 17 日 

研究テーマ，タイトル等 

高温硬化型エポキシ系接着剤の硬化条件・無機フィラー添加が硬

化反応と力学物性へ与える影響 
氏 名 嘉悦 勝博 所 属 物質工学科 

職 名 助教 

研究キーワード 高分子材料, 接着剤, 複合材料 

NTC の活動へ

の参加状況 

直近過去３年間で参加した NTC の活動について、以下の項目より選択してください。 

□技術相談 □共同研究 □受託研究 □セミナー、講演会

□その他（ ）

研究概要 

持続可能な社会実現に向けて、モビリティの軽量化、並びに製造プロセスの簡略化は大変重要であり、

接着剤の重要性は日に日に増している。特に、金属との接着性に優れるエポキシ系接着剤の強靭化や信

頼性向上は、産業的にもホットな研究テーマである。

エポキシ系接着剤について、学術的な面では、硬化条件が硬化反応過程に及ぼす影響が詳細に調べら

れてきたが、温和な条件で硬化可能な組成（ポットライフが短い系）での研究が主であり、工業的に重

要な高温硬化が必要な組成での反応過程研究は限られている。対して産業界では、硬化反応過程に着目し

た研究は十分でなく、無機フィラー添加による力学物性向上など、巨視的な力学物性での議論がなされ

ている。申請者は、この両方の視点を組み合わせることで、エポキシ系接着剤の最大限の物性を発現させ

るための戦略立案を目指す。

本研究では、熱分析法・赤外分光法等による硬化反応追跡と力学物性測定を組み合わせることにより、

高温硬化を要する実用的なエポキシ系接着剤における硬化条件の影響、並びに無機フィラー添加の影響

を定量的に把握する。 

研究計画 

代表的な高潜在性アミン系硬化剤である 4,4'-Diaminodiphenyl sulfone（DDS）を使用し、主剤（Diglycidyl 
ether of bisphenol A , DGEBA）との混合物の反応過程追跡を行う。さらに、無機フィラー添加による反応

過程への影響評価を行う。

具体的には、赤外分光法による各種アミノ基濃度変化の追跡、熱分析法による硬化反応過程の追跡を

行うと共に、硬化物の力学物性を評価（動的粘弾性測定、引張試験等）することにより、硬化条件や無

機フィラーの有無が硬化反応・力学物性に与える影響を評価する。

本研究は、代表的な熱硬化性高分子であるエポキシ系接着剤のエンジニアリングに関するものである。

しかしながら、各種評価手法は熱硬化性高分子に限られたものではなく、広範な材料の評価に適用可能

である。企業においてハードコートの研究開発に携わってきた経験も活かし、西九州テクノコンソーシ

アムの会員企業の皆様との共同研究、受託研究等の取り組みへの参画を希望する。

助成金の主な使途 

各種試薬、ガラス器具、熱分析装置用の消耗品（パン、窒素ガス）の購入

力学物性測定用の治具の購入

様式１



別添資料１−１ 

令和 3 年度 西九州テクノコンソーシアム 

共同研究補助事業基礎研究助成金 募集要項 
 

 本助成金は、佐世保工業高等専門学校（以下佐世保高専）の教員と西九州テクノコンソー

シアムの会員企業との将来的な共同研究、受託研究等を促進する為、佐世保高専教員の基

礎研究を補助することを目的とする。 

 

１．応募対象者 

  佐世保高専教員 

 

２．研究期間 

  助成金交付決定日から当該年度末まで。 

 

３．研究テーマ等 

  不問。ただし、将来的に共同研究等により社会実装できるような研究テーマが望ましい。 

 

４．助成金額 

  １０万円/１件 （最大３件） 

 

５．募集期間 

  令和３年６月１日から令和３年６月末日 

   

６．応募方法 

  希望する者は、「申請書」を作成し募集期間内に佐世保高専総務課企画係へ提出する。 

 

７．選考方法 

申請をもとに佐世保高専において選考のうえ、最大３件までを学校長名にて西九州テクノ

コンソーシアムに推薦する。推薦をもとに西九州テクノコンソーシアム企画委員会で審議

し、本助成金支給対象を決定する。 

 

８．成果報告 

研究期間終了後、１ヵ月以内に別紙「報告書」を西九州テクノコンソーシアム事務局に提

出する。 

 

９．その他 

①助成金は教員個人への研究奨励寄附金として全額佐世保高専に納付する。 

②助成金の使途は問わない。ただし、申請した研究にのみ使用すること。 

③助成を受けた教員は、以後積極的に西九州テクノコンソーシアムの活動に参加すること。 

④助成は個人を対象とし、所属機関の間接経費、一般管理費は助成の対象としない。 



　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

研
究

者
名

補
助

事
業

の
名

称
評

価
項

目
A

委
員

B
委

員
C

委
員

D
委

員
E
委

員
F
委

員
G

委
員

H
委

員
I委

員
J
委

員
K
委

員
L
委

員
M

委
員

N
委

員
O

委
員

P
委

員
Q

委
員

合
計

得
点

計
委

員
平

均
[平

均
１

7．
０

]

採 　 択

不 採 択

計
画

性
に

関
す

る
4

5
5

4
4

4
4

3
3

4
3

5
4

5
5

4
5

71
社

会
実

装
可

能
性

に
関

す
る

4
5

5
4

4
4

4
3

4
4

4
4

5
5

5
3

3
70

会
員

企
業

へ
の

ア
ピ

ー
ル

に
関

す
る

4
5

5
4

3
4

5
3

3
5

3
5

4
5

4
3

4
69

適
　

否
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

計
画

性
に

関
す

る
4

5
5

5
4

4
5

4
3

5
3

5
4

5
5

3
5

74
社

会
実

装
可

能
性

に
関

す
る

4
5

5
4

4
4

4
3

4
3

4
4

4
5

5
3

4
69

会
員

企
業

へ
の

ア
ピ

ー
ル

に
関

す
る

3
5

5
4

3
4

4
3

3
5

3
4

3
5

5
3

4
66

適
　

否
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

計
画

性
に

関
す

る
3

5
5

5
4

4
4

4
3

2
4

4
3

5
5

3
5

68
社

会
実

装
可

能
性

に
関

す
る

3
5

5
4

4
4

4
4

4
3

4
5

3
4

5
3

4
68

会
員

企
業

へ
の

ア
ピ

ー
ル

に
関

す
る

3
5

5
5

4
4

4
4

3
2

4
4

2
5

5
3

4
66

適
　

否
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
×

○
○

○
○

令
和

３
年

度
　

共
同

研
究

補
助

事
業

基
礎

研
究

助
成

金
　

採
点

表
(決

定
)

31
0

電
気

電
子

工
学

科

准
教

授
猪

原
　

武
士

電
気

刺
激

を
用

い
た

海
洋

生
物

の
行

動
制

御
に

関
す

る
基

礎
研

究

小
型

魚
類

の
行

動
モ

デ
ル

確
立

に
向

け
た

群
れ

指
標

構
築

に
関

す
る

研
究

2
0
9

1
2
.
3

2
1
0

1
2
.
4

1
7

0
2

物
質

工
学

科
助

教
嘉

悦
　

勝
博

高
温

硬
化

型
エ

ポ
キ

シ
系

接
着

剤
の

硬
化

条
件

・
無

機
フ

ィ
ラ

ー
添

加
が

硬
化

反
応

と
力

学
物

性
へ

与
え

る
影

響

2
0
2

1
1
.
9

電
子

制
御

工
学

科

助
教

松
田

　
朝

陽

1

1
7

1
6

・
現

段
階

の
「
申

請
書

」
の

内
容

を
見

る
限

り
、

高
い

評
価

を
つ

け
が

た
い

点
が

あ
る

。
こ

の
研

究
も

、
個

人
研

究
よ

り
、

共
同

研
究

の
ほ

う
が

、
よ

り
成

果
が

得
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ら

れ
る

。
・
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

す
。

・
今

後
必

要
な

技
術

と
思

わ
れ

る
。

・
今

後
の

N
T
C

活
動

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
。

・
こ

れ
か

ら
の

製
造

業
の

重
要

な
テ

ー
マ

（
モ

ビ
リ

テ
ィ

等
）
を

捉
え

た
研

究
で

あ
り

期
待

で
き

る
。

・
大

変
重

要
な

基
礎

研
究

と
考

え
ま

す
が

、
N

T
C

の
会

員
企

業
様

に
対

し
て

の
P

R
効

果
は

薄
い

よ
う

に
思

い
ま

す
。

活
用

に
お

い
て

具
体

的
な

事
例

を
挙

げ
て

P
R

す
る

と
理

解
が

容
易

か
と

思
い

ま
す

。
・
選

択
さ

れ
て

い
る

樹
脂

や
無

機
フ

ィ
ラ

ー
添

加
に

つ
い

て
の

新
規

性
は

不
明

で
あ

る
が

、
現

場
へ

の
適

用
条

件
を

検
討

（
企

業
支

援
）
す

る
に

は
必

要
な

プ
ロ

セ
ス

で
あ

る
と

思
わ

れ
ま

す
。

・
エ

ポ
キ

シ
系

接
着

剤
は

商
品

化
さ

れ
て

お
り

、
様

々
な

研
究

が
進

ん
で

い
る

と
思

う
が

、
今

回
、

産
業

界
が

着
目

し
て

い
な

い
視

点
で

特
性

把
握

を
行

う
こ

と
で

、
新

た
な

商
品

開
発

の
可

能
性

が
あ

る
こ

と
を

評
価

す
る

。
・
本

研
究

の
成

果
が

接
着

剤
需

要
環

境
に

お
い

て
、

ど
の

よ
う

な
イ

ン
パ

ク
ト

を
も

た
ら

す
の

か
具

体
的

に
示

さ
れ

て
い

な
い

。
研

究
価

値
に

つ
い

て
の

判
断

難
し

い
。

・
専

門
性

が
高

く
、

他
2
件

と
比

較
し

て
直

ち
に

社
会

実
装

さ
れ

る
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

持
つ

こ
と

が
難

し
か

っ
た

が
、

N
T
C

会
員

企
業

と
の

共
同

研
究

等
希

望
さ

れ
て

お
り

、
地

域
産

業
で

の
技

術
研

究
の

応
用

も
期

待
で

き
る

と
思

い
ま

す
。

・
今

後
の

工
業

社
会

の
継

続
に

あ
た

り
、

よ
り

安
全

で
簡

単
な

素
材

や
工

程
は

欠
か

せ
な

い
状

況
で

あ
る

。
今

回
の

研
究

テ
ー

マ
は

、
材

料
分

野
で

会
員

企
業

と
の

共
同

研
究

や
製

品
化

も
考

え
ら

れ
る

こ
と

が
評

価
で

き
る

。

電
気

電
子

工
学

科

准
教

授
猪

原
　

武
士

電
気

刺
激

を
用

い
た

海
洋

生
物

の
行

動
制

御
に

関
す

る
基

礎
研

究

電
子

制
御

工
学

科

助
教

松
田

　
朝

陽

小
型

魚
類

の
行

動
モ

デ
ル

確
立

に
向

け
た

群
れ

指
標

構
築

に
関

す
る

研
究

物
質

工
学

科
助

教
嘉

悦
　

勝
博

適
否

に
つ

い
て

の
コ

メ
ン

ト

高
温

硬
化

型
エ

ポ
キ

シ
系

接
着

剤
の

硬
化

条
件

・
無

機
フ

ィ
ラ

ー
添

加
が

硬
化

反
応

と
力

学
物

性
へ

与
え

る
影

響
・
研

究
テ

ー
マ

の
必

要
性

は
高

く
、

「
研

究
計

画
」
に

も
問

題
は

な
く
採

択
と

し
た

い
。

・
助

成
事

業
に

よ
り

、
研

究
を

加
速

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
注

目
さ

れ
て

い
る

研
究

テ
ー

マ
で

あ
り

、
研

究
成

果
を

公
表

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
本

研
究

の
成

果
に

よ
り

、
本

県
産

業
の

様
々

な
分

野
に

寄
与

す
る

こ
と

を
期

待
し

た
い

。
・
工

業
会

に
必

要
な

技
術

の
ひ

と
つ

・
支

援
を

想
定

す
る

企
業

も
交

え
た

共
同

研
究

を
実

施
し

て
は

ど
う

か
と

思
い

ま
す

。
・
こ

の
研

究
成

果
を

必
要

と
す

る
事

業
者

像
な

ど
を

、
も

う
少

し
具

体
的

に
示

す
必

要
が

あ
る

と
判

断
し

ま
す

。
・
本

助
成

金
適

用
対

象
の

研
究

と
し

て
適

当
と

考
え

ま
す

。
・
研

究
に

よ
る

助
成

金
の

使
途

は
明

確
で

あ
り

、
適

と
す

る
。

・
新

規
性

も
あ

り
採

択
・
特

性
評

価
や

条
件

測
定

な
ど

は
産

業
転

用
に

お
い

て
非

常
に

重
要

と
考

え
ま

す
。

・
海

中
に

お
け

る
電

気
刺

激
に

よ
る

生
物

制
御

に
つ

い
て

の
技

術
が

確
立

す
れ

ば
、

応
用

範
囲

も
広

が
り

、
社

会
的

な
貢

献
度

も
高

い
と

考
え

ら
れ

る
が

「
研

究
計

画
」
の

実
行

性
に

や
や

不
安

が
残

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

・
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

す
。

・
磯

焼
け

は
大

き
な

環
境

問
題

と
な

っ
て

お
り

、
そ

の
解

決
策

と
し

て
有

効
な

技
術

と
な

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

・
今

後
の

N
T
C

活
動

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
。

・
水

産
県

長
崎

（
漁

獲
高

全
国

2
位

）
に

貢
献

で
き

る
研

究
と

思
わ

れ
る

。
・
提

案
が

シ
ン

プ
ル

で
わ

か
り

や
す

い
。

学
術

的
な

興
味

も
大

き
い

。
水

中
特

に
海

中
は

電
気

を
多

く
通

す
の

で
、

電
気

代
と

の
コ

ス
ト

と
の

関
係

も
考

察
で

き
れ

ば
面

白
い

。
効

果
が

わ
か

れ
ば

、
今

後
の

養
殖

業
の

発
展

に
も

繋
が

る
。

・
水

産
庁

か
ら

出
さ

れ
て

い
る

「
磯

焼
け

対
策

手
法

」
に

電
気

パ
ル

ス
は

電
極

近
傍

で
な

け
れ

ば
効

果
が

無
か

っ
た

と
の

記
述

あ
り

。
申

請
書

に
具

体
的

な
手

法
の

記
述

が
無

い
た

め
、

計
画

性
に

つ
い

て
は

低
め

の
評

価
を

し
ま

し
た

。
  
 海

水
電

解
生

成
物

に
よ

る
影

響
に

つ
い

て
は

、
ウ

ニ
だ

け
で

は
な

く
周

辺
環

境
や

ウ
ニ

以
外

の
生

物
へ

の
影

響
の

評
価

を
十

分
に

行
っ

て
く
だ

さ
い

。
・
水

産
県

長
崎

に
お

い
て

磯
焼

け
は

大
き

な
問

題
で

あ
り

、
電

気
刺

激
に

よ
る

ウ
ニ

の
忌

避
行

動
が

確
認

で
き

れ
ば

磯
焼

け
対

策
へ

の
実

用
の

可
能

性
が

あ
る

こ
と

を
評

価
す

る
。

・
長

崎
県

の
水

産
業

に
お

い
て

磯
焼

け
問

題
は

深
刻

化
し

て
お

り
、

解
決

に
繋

が
る

研
究

の
ニ

ー
ズ

は
非

常
に

高
い

。
問

題
解

決
に

結
び

付
く
研

究
の

進
展

が
望

ま
れ

ま
す

。
・
長

崎
県

の
主

要
産

業
の

一
つ

で
あ

る
水

産
業

の
支

援
に

繋
が

る
大

変
有

意
義

な
研

究
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

・
近

年
、

地
元

で
あ

る
長

崎
県

が
直

面
し

て
い

る
近

海
の

環
境

変
化

を
研

究
テ

ー
マ

と
し

て
と

り
上

げ
、

原
因

の
一

つ
と

し
て

考
え

ら
れ

て
い

る
ウ

ニ
へ

の
実

験
は

興
味

深
い

も
の

と
評

価
す

る
。

・
研

究
テ

ー
マ

自
体

は
、

社
会

的
に

も
必

要
と

さ
れ

る
研

究
で

あ
り

、
事

業
の

実
施

に
問

題
は

な
い

。
た

だ
し

、
単

独
で

研
究

を
行

う
よ

り
、

共
同

研
究

と
い

う
形

で
進

め
た

方
が

、
よ

り
高

い
成

果
が

得
ら

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ら

れ
る

。
・
助

成
事

業
に

よ
り

、
研

究
を

加
速

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
漁

業
関

係
者

が
注

目
す

る
テ

ー
マ

で
あ

り
、

研
究

成
果

を
水

産
関

係
機

関
・
漁

業
者

等
に

公
表

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
本

研
究

は
、

本
県

の
重

要
な

産
業

で
あ

る
水

産
業

に
お

い
て

、
資

源
回

復
に

よ
る

漁
獲

量
向

上
等

そ
の

活
性

化
に

資
す

る
も

の
と

期
待

し
た

い
。

・
ウ

ニ
を

対
象

と
す

る
重

要
性

を
も

う
少

し
記

載
す

べ
し

。
・
磯

焼
け

対
策

は
長

崎
県

に
と

っ
て

重
要

な
課

題
で

あ
り

、
新

た
な

解
決

手
法

の
開

発
は

必
要

で
あ

る
た

め
、

基
礎

研
究

と
し

て
取

り
組

む
こ

と
に

は
意

義
が

あ
る

と
思

わ
れ

ま
す

。
　

　
閉

鎖
循

環
式

の
シ

ス
テ

ム
で

、
評

価
を

実
施

で
き

る
レ

ベ
ル

ま
で

生
物

を
飼

育
す

る
の

も
難

し
い

と
思

い
ま

す
。

頑
張

っ
て

く
だ

さ
い

。
・
地

域
問

題
の

解
決

に
直

接
か

か
わ

る
研

究
で

あ
り

助
成

事
業

と
し

て
適

し
て

い
ま

す
。

・
本

助
成

金
適

用
対

象
の

研
究

と
し

て
適

当
と

考
え

ま
す

。
・
研

究
に

よ
る

助
成

金
の

使
途

は
明

確
で

あ
り

、
適

と
す

る
。

・
社

会
課

題
の

解
決

に
向

け
た

取
り

組
み

で
あ

り
採

択
・
こ

れ
ま

で
の

研
究

・
開

発
を

引
き

続
き

行
っ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

考
え

ま
す

。

・
研

究
の

有
用

性
は

高
い

と
考

え
ら

れ
る

が
、

会
員

企
業

へ
の

ア
ピ

ー
ル

と
い

う
点

で
、

企
業

側
が

強
く
求

め
て

い
る

研
究

内
容

で
あ

る
の

か
ど

う
か

と
い

う
点

で
は

、
や

や
疑

問
を

感
じ

て
い

る
。

・
素

晴
ら

し
い

と
思

い
ま

す
。

・
研

究
計

画
も

し
っ

か
り

と
検

討
さ

れ
て

お
り

、
早

期
の

実
用

化
を

目
指

し
て

取
り

組
ん

で
も

ら
い

た
い

。
・
今

後
の

N
T
C

活
動

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
。

・
水

産
県

長
崎

（
漁

獲
高

全
国

2
位

）
に

貢
献

で
き

る
研

究
と

思
わ

れ
る

。
・
各

期
間

毎
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
明

確
で

、
研

究
計

画
が

適
切

で
あ

る
。

水
産

業
が

盛
ん

な
本

市
に

お
い

て
、

今
後

の
養

殖
業

の
活

用
に

繋
が

る
可

能
性

が
大

き
い

。
学

術
的

に
も

興
味

が
大

き
く
、

新
し

い
知

見
が

　
　

得
ら

れ
る

可
能

性
が

あ
る

。
・
種

苗
生

産
や

中
間

育
成

を
想

定
す

る
の

で
あ

れ
ば

、
最

初
か

ら
県

総
合

水
産

試
験

場
や

長
崎

大
水

産
学

部
と

の
連

携
を

想
定

し
て

も
良

い
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
　

　
連

携
す

る
こ

と
で

、
高

専
内

で
生

物
を

飼
育

す
る

必
要

が
無

く
な

る
と

と
も

に
、

評
価

環
境

の
妥

当
性

に
つ

い
て

も
考

慮
す

る
必

要
が

な
く
な

り
ま

す
。

・
水

産
業

に
お

い
て

海
面

養
殖

の
割

合
は

年
々

増
え

て
お

り
、

小
型

魚
類

の
群

れ
行

動
の

解
析

が
養

殖
業

に
貢

献
す

る
可

能
性

が
あ

る
こ

と
、

ま
た

研
究

計
画

が
具

体
的

に
立

案
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
を

評
価

す
る

。
・
小

型
魚

類
の

行
動

特
性

把
握

の
一

助
と

な
る

研
究

で
あ

る
こ

と
は

大
変

評
価

で
き

ま
す

。
た

だ
、

こ
の

研
究

結
果

を
用

い
て

ど
の

よ
う

な
ア

プ
ロ

ー
チ

に
繋

げ
て

い
く
の

か
説

明
不

足
と

感
じ

ま
す

。
・
長

崎
県

の
主

要
産

業
の

一
つ

で
あ

る
水

産
業

の
支

援
に

繋
が

る
大

変
有

意
義

な
研

究
で

あ
る

と
思

い
ま

す
。

・
長

崎
県

は
国

内
で

も
非

常
に

養
殖

業
が

盛
ん

で
、

ま
た

、
水

質
も

優
れ

て
い

る
。

し
か

し
、

事
業

と
し

て
成

り
立

つ
魚

種
は

限
定

さ
れ

る
た

め
、

今
回

、
小

型
魚

類
を

研
究

す
る

こ
と

で
他

地
域

と
の

差
別

化
が

で
き

る
と

評
価

す
る

。

・
事

業
自

体
に

は
あ

ま
り

問
題

点
は

な
く
、

「
研

究
計

画
」
も

し
っ

か
り

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
採

択
と

し
た

い
。

・
助

成
事

業
に

よ
り

、
研

究
を

加
速

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
漁

業
関

係
者

が
注

目
す

る
テ

ー
マ

で
あ

り
、

研
究

成
果

を
水

産
関

係
機

関
・
漁

業
者

等
に

公
表

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
・
本

研
究

は
、

本
県

の
重

要
な

産
業

で
あ

る
水

産
業

（
特

に
養

殖
業

）
で

の
活

用
に

お
い

て
、

効
率

的
な

資
源

管
理

に
資

す
る

も
の

と
期

待
し

た
い

。
・
野

生
の

魚
の

管
理

に
役

立
つ

と
は

考
え

る
。

・
新

た
な

種
苗

生
産

の
際

の
生

存
率

の
向

上
等

へ
の

寄
与

も
考

え
ら

れ
、

研
究

成
果

の
長

崎
県

へ
の

寄
与

度
は

大
き

い
と

思
わ

れ
ま

す
。

・
基

礎
研

究
と

し
て

必
要

だ
と

判
断

し
ま

す
。

・
本

助
成

金
適

用
対

象
の

研
究

と
し

て
適

当
と

考
え

ま
す

。
・
実

験
環

境
構

築
に

つ
い

て
検

討
が

必
要

で
あ

る
が

、
申

請
内

容
は

明
確

で
あ

り
、

適
と

す
る

。
・
新

規
性

も
あ

り
採

択
・
魚

類
の

群
れ

に
関

す
る

モ
デ

ル
解

析
に

よ
る

養
殖

産
業

へ
の

活
用

を
期

待
し

て
い

ま
す

。

別
添
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価

に
つ

い
て

の
コ

メ
ン
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    水素エネルギー開発研究会 
 

「県北の地域経済の活性化を図る一環として、水素エネルギー関連事業に着目し、県内

企業等を対象に連携を図ることにより、地域活性化及び人材確保と育成を図る」 

 
 
 
 
 
期日： 令和３年１２月１５日（水） 
時間： １３時２０分～１５時４０分  （ONLINE 開始 13:00～） 
場所： 佐世保工業高等専門学校 情報セキュリティー演習室（一般教科 A 棟 2 階） 

（佐世保市沖新町１-１）
対象： 長崎県内の中小企業の方々 
    今回はコロナウイルスの関係で、参加者は ONLINE(Microsoft Teams )の 

参加となります。 
 

参加申込 URL： https://forms.gle/8Z4hWXrFHBAd8k1S9  
申込締切： 令和３年１２月１０日（金） 
スケジュール 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
主催： 西九州テクノコンソーシアム、佐世保工業高等専門学校 
後援： 佐世保市、佐世保工業会 
 
 
 
 
 

１．開会挨拶：                                  13:20-13:30 
   西九州テクノコンソーシアム会長 中島  寛 氏 （佐世保工業高等専門学校長） 
 
２．講演 １ 『 各種金属材料の水素脆化メカニズムの検討 』        13:30-14:30 

   講 師 山辺 純一郎 氏（福岡大学 工学部機械工学科 教授） 
               （産業総合研究所 水素材料強度ラボラトリ 副ラボ長） 
               （九州大学 水素材料先端科学研究センター 客員教授） 
 
３．講演 ２ 『 高専発！水素を分離・精製するための材料開発と産学官協働研究について 』 

      14:40-15:20 
   講 師 松本 佳久 氏 （大分工業高等専門学校 機械工学科 教授） 
 
４．総  括                                15:20-15:40 

 谷 義勝 氏 （株式会社 谷グリーンエネルギー研究所 代表取締役） 
           （水素事業化研究会アドバイザー） 

 
５．閉 式                                 15:40 

令和３年度 

【問合せ・連絡先】 西九州テクノコンソーシアム事務局 赤松 
電話・FAX：0956-34-1570 Email：akamatsu@sasebo.ac.jp 
佐世保工業高等専門学校 総務課企画係 
電話：0956-34-8415  FAX：0956-34-8409 Email：kikaku@sasebo.ac.jp  



主催：公益財団法人長崎県産業振興財団、長崎オープンイノベーション拠点

長崎県 令和３年度 第１回

産学官金連携サロン

9/28(火)
14：00～16：00

今年もオンラインにて
開催します！

令和
3年

産学官イノベーション創出プロジェクト事業

■裏面の申込書に必要事項をご記入の上、9月22日(水) までにお申込み下さい。

当財団のＨＰからもお申込みできます。https://www.joho-nagasaki.or.jp/

■問合せ先：(公財)長崎県産業振興財団 研究開発推進グループ 川原、松原

TEL／0957-52-1138 E-mail／kenkyu@joho-nagasaki.or.jp

申込方法
問合せ先

産学官金による共同研究組成の推進を目的として、産学官金連携サロンを開催いたします。

今回は、サポイン事業（経済産業省戦略的基盤技術高度化支援事業）にて研究開発を実施された

企業様より研究成果や知財化への取組などについて講演していただきます。

なお、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、今回もオンライン（配信ツール：Cisco社Webex）

にて開催いたします。 是非多くの皆さまにご参加いただきますようお願いいたします。
※新型コロナウィルス感染拡大の影響等によりやむを得ず配信方法の変更や配信を急きょ中止することもございますので、 ご了承ください。

2．長崎大学研究室等紹介（ラボツアー）

≪15：00～16：00≫

①長崎大学熱帯医学研究所

熱帯医学ミュージアム 紹介

『熱帯医学ミュージアムと辿る医学史

～長崎大学熱帯医学研究所の功績～

と「BSL-4施設」から始まる未来』

②長崎大学大学院工学研究科

精密生産技術研究室 紹介

参加費

無料！！
★★ ★h

※平成30年度経済産業省補助事業 戦略的基盤技術高度化支援事業（サポイン事業）

にて採択を受け、令和2年度までプロジェクトリーダーとして研究開発を実施

【講演者】
株式会社 ＰＡＬ構造
取締役（新事業、新技術担当）・

長崎大学大学院工学研究科
客員教授 博士(工学)

楠葉 貞治 氏

１．基調講演 ≪14：00～1４：５0≫

『橋梁のひび割れ自動認識AIシステムの開発

～ゼロからのAI開発と特許出願まで～』

（※サポイン事業研究テーマ名「コンクリート橋梁ひび

割れ等の点検のためのAI画像診断技術を用いた

橋梁点検・診断支援システムの開発」）

感染症とそれに随伴する健康に関する諸問題の克服を目指す長崎

大学熱帯研究所の附属施設の一つである熱帯医学ミュージアム館

長（奥村順子先生）より、同研究所の国内外における功績と未来

の展望につき展示物と共にご紹介して頂きます。

長崎大学大学院工学研究科 精密生産技術研究室で行っている

研究内容と代表的な計測技術・加工技術を、矢澤孝哲教授、大

坪樹助教よりご紹介して頂きます。

https://www.joho-nagasaki.or.jp/
西九州テクノコンソーシアム
タイプライターテキスト
別添資料１－４





西九州テクノコンソーシアム
タイプライターテキスト
別添資料１－６



西九州テクノコンソーシアム
タイプライターテキスト
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別添資料２－１ 

 

令和３年度企業技術セミナー開催要領 
                      

 

１．日  時   令和３年１１月１１日（木） １４：４０～１６：１０ 

         令和３年１１月１７日（水） １０：３０～１２：００ 

 

２．会  場   佐世保工業高等専門学校 各学科４年生教室 

 

３．参加費用   無 料 

 

４．募集企業   ＮＴＣ会員 

 

５．開催方法   学科毎の４年生教室においてプレゼンテーションによる企業紹介 

          ◯１クラス 40名程度を対象に説明をお願いします 

◯説明時間 25分以内です（例：企業紹介 15分程度 質疑応答 10分程度） 

◯ノートパソコン（パワーポイント）とプロジェクターは準備してあります 

◯校内の通信ネットワークは使用できません 

 

６．スケジュール  

 １１月１１日（木）集合時間 １４：２０ 

１社目 １４：４０ ― １５：０５ 

          ２社目 １５：１０ ― １５：３５ 

          ３社目 １５：４０ ― １６：０５ 

 

 １１月１７日（水）集合時間 １０：１０ 

１社目 １０：３０ ― １０：５５ 

          ２社目 １１：００ ― １１：２５ 

          ３社目 １１：３０ ― １１：５５ 

 

※各日の集合時間までにご来校下さい。控室で待機していただき教室へご案内いたします。 

 

７．対象学生   本科４年生、教職員 

 

８．留意事項   企業の技術力・魅力などを含めた事業内容を紹介いただくことを目的としてお 

ります。採用を目的とした採用予定数や選考スケジュール等の情報発信は禁止 

します。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止策について 

３密回避対策を講じ全参加者へマスク着用を徹底、全参加者へ手指の消毒の 

徹底、全参加者へサーモグラフィー等による体温測定、扉の開放・空調設備 

による常時換気、セミナー会場での座席間隔の確保 

 

※詳細につきましては、参加企業決定後、追ってお知らせいたします。 

 
  



 
別添資料２－２ 

 

令和３年度ＮＴＣ主催 
低学年向け企業技術セミナー開催要領 

                      

 

１．日  時   令和４年１月１２日（水） １４：４０～１６：１０ 

（受付時間１３：３０～ 大会議室） 

          

２．会  場   佐世保工業高等専門学校 各学科２年生教室 

         企業控室 大会議室（管理棟２階） 

 

３．参加費用   無 料 

 

４．募集企業   ＮＴＣ会員（西九州地域会員企業のみ） 

 

５．開催方法   学科毎の２年生教室においてプレゼンテーションによる企業紹介 

          ◯１クラス 40名程度を対象に説明をお願いします 

◯説明時間 25分以内です（例：企業紹介 15分程度 質疑応答 10分程度） 

◯ノートパソコン（パワーポイント）とプロジェクターは準備してあります 

◯校内の通信ネットワークは使用できません 

◯コロナ感染拡大状況により中止又はオンラインでの説明になる場合もあ

ります 

６．スケジュール  

 １月１２日（水）集合時間 １４：１０  

会長挨拶及び概要説明 １４：１０～１４：３０ 

各教室案内      １４：３０～１４：３５ 

１社目プレゼン準備  １４：３５～１４：４０ 

   プレゼン時間     １４：４０～１５：０５ 

   ２社目プレゼン準備  １５：０５～１５：１０ 

   プレゼン時間     １５：１０～１５：３５ 

   ３社目プレゼン準備  １５：３５～１５：４０ 

   プレゼン時間     １５：４０～１６：０５ 

 

 ※今回は短期インターシップ相談会は実施しません。インターンシップの受け入れについてはプ

レゼン時間の中で説明を行ってください。 

なお、個別希望者に対しては別室にて面談をお願いすることになります。 

 ※集合時間までにご来校下さい。控室（大会議室）で待機していただき教室へご案内いたします。 

 

７．対象学生   本科２年生 

 

８．留意事項   企業の技術力・魅力などを含めた事業内容を紹介いただくことを目的としてお 

ります。採用を目的とした採用予定数や選考スケジュール等の情報発信は禁止 

します。 

・新型コロナウイルス感染拡大防止策について  ３密回避対策を講じ 

 全参加者へマスク着用を徹底、全参加者へ手指の消毒の徹底、 

 全参加者へサーモグラフィー等により体温測定、 

扉の開放・空調設備による常時換気、セミナー会場での座席間隔の確保 
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別添資料３ー１ 

 

卒業生登録フロー図について 
 

バナーの U ターン・I ターン検索システムをクリックすると下記が表示されます。 

 

「技術振興」と「人材育成」を地域へ。未来へ。 

研究開発 

技術相談 

開放試験研究設備 

イベント情報  会員企業紹介 

U ターン I ターン 

検索システム 

リンク  

 

佐世保高専の卒業生及び会員企業（事業者）が自由に参加し、Ｗeb 上からの閲覧、あるいは電子メー

ルによる連絡機能を利用することによって、それぞれがより自社にあった人材、より自分に合った企業

を見出すことができ、雇用関係成立に向けた相互の情報交換の場を提供するものです。 

※本システムのサービスは職業安定法に規定する無料職業紹介や斡旋に該当するものではなく、求人・

求職者自らの責任において行う求人・求職活動を支援するものです。  

※本システムの登録情報は、当利用規約への同意にもとづく情報登録者のモラルと責任により掲載・公

開されるものであり、それ以外に使用してはいけません。また、西九州テクノコンソーシアムでは、そ

の内容について一切の責任を負いません。 

 

本システムをご利用いただくためには、西九州

テクノコンソーシアムの会員企業として加盟して

いただく必要がございます。これは、高専の企

業協力会員向けのサービスという位置づけのた

めです。システムを多くの企業様にご利用いた

だきたいと思っておりますが、ご理解ください。 

 

本システムは、佐世保高専を卒業した方を対象

としたシステムとなっております。他校の卒業生

の方の利用は控えさせて頂いておりますので、

ご理解ください。また、本システムへ登録頂いた

情報は、本システムへの利用者の特定のみに

利用し、無断で他の目的に使用いたしません。 

・個人情報保護方針について   ・お問い合わせ   ・会則   ・会員申込について  

http://www.ntc.gr.jp/kenkyu.html
http://www.ntc.gr.jp/kenkyu.html
http://www.ntc.gr.jp/kenkyu.html
http://www.ntc.gr.jp/ntccgi/event/tlist.cgi
http://www.ntc.gr.jp/company.html
http://www.ntc.gr.jp/iusystem.html
http://www.ntc.gr.jp/iusystem.html
http://www.ntc.gr.jp/link.html
http://www.ntc.gr.jp/privacy.html
mailto:akamatsu@sasebo.ac.jp
http://www.ntc.gr.jp/kaisoku.html
http://www.ntc.gr.jp/rec.html
http://www.ntc.gr.jp/index.html
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/input_login.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/user_login.php


 

2 

 

 

 

 

本システムを利用する卒業生は卒業生情報を登録してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ご登録いただいた方のみに該当（追加ご案内） 

今回はご登録いただきありがとうございました。佐世保市との連携により『させぼお仕事情報プラザ』が利用できる 

こととなりましたので、ご希望の方は引続き下記 URL によりご登録ください。 

～させぼお仕事情報プラザ～ ⇒ https://sasebo-techno.jp/plaza-2.html 

 させぼお仕事情報プラザでは、「ふるさと佐世保に帰りたい」「佐世保に住んでみたい」とお考えの UJI ターン希望者と 

佐世保在住の女性を対象に、佐世保市内の企業への就職あっせん、職業相談、企業情報提供を行う無料職業 

紹介所です。専門の相談員があなたの就職活動をお手伝いしますので、どうぞご利用ください。 

求職申込書（Excel）⇒ 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-

techno.jp%2Fimg%2F2019%2F05%2Fkyusyokuuji.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK 

 

１. 卒業生登録（ユーザ登録） 

卒業生情報を入力し

ます。 

仮登録後、本登録で ID・パスワードが発行

されます。 

入力後、このボタンを

クリックします。 

https://sasebo-techno.jp/plaza-2.html
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-techno.jp%2Fimg%2F2019%2F05%2Fkyusyokuuji.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-techno.jp%2Fimg%2F2019%2F05%2Fkyusyokuuji.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
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卒業生が求人情報を検索します。 

 

 

 

 

 

 

  

２. 求人情報検索 

卒業生が求人情報を

検索するため、その条

件を入力します。 

検索実行 

詳細表示 

検索条件に該当する

求人情報の一覧が表

示されます。 

入力後、このボタンを

クリックします。 
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＜ログインサイト URL＞ 

  https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/input_login.php にログインすると下記が表示されます。 

 又はＮＴＣＨＰのロゴマーク U ターン・I ターン検索システムをクリックし、企業の方はこちらからをクリックする 

企業情報管理ページ 佐世保高専卒者向け UI ターン 

情報登録者用ログイン ログイン  

このサイトでは、高専卒者向け求人情報を登録できます。 

ユーザ名とパスワードを入力して[ログイン]ボタンをクリックしてください。 

ユーザ名  

パスワード  
ログイン

 

【ご注意】求人情報を検索する場合（高専卒者用サイト）は、こちらのリンクをクリックしてください。 

【登 録】まだ企業登録をされていない方は、下記リンク先から登録申請を行ってください。（各高専の協力会へ

の会員企業である必要があります） 

 企業登録申請へのリンク 

ユーザ名とパスワードを入力して「ログイン」ボタンをクリックすると下記が表視されます。 

企業情報管理ページ 佐世保高専卒者向け UI ターン 

企業入力者用トップページ ログイン中:西九州テクノコンソーシアム様   ログアウト 求人入力 TOP 

企業向け情報入力メニュー 

企業情報の更新 

【中途採用】求人情報の登録、更新 

現在登録している求人情報の確認（別ウィンドウで開きます） 

パスワードの変更 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/input_login.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/input_login.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/user_login.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com_reg.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/logout.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/index.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/index.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/reg_com.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/reg_com.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/reg_offer.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/reg_offer.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/com_dtl.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/com_dtl.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/passwd.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/passwd.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/reg_com.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/reg_offer.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/com_dtl.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/passwd.php
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企業情報の更新で企業情報の登録を行う 

企業情報管理ページ 佐世保高専卒者向け UI ターン 

企業情報の登録 ログイン中:西九州テクノコンソーシアム様   ログアウト 求人入力 TOP 

 

現在登録されている企業情報は以下のとおりです。内容修正後、[登録]ボタンをクリックしてください。 

 *印の付いた項目は入力必須です。  

企 業 情 報 

企業名 * 
株式会社→(株)のように略記して下さい。 

西九州テクノコンソーシアム
 

企業名 

フリガナ * 

中点「・」などの記号は不要。 

株式会社・有限会社等のフリガナは入れないで下さい。 

ニシキュウシュウテクノコンソーシアム
 

担当者所属 事務局担当
 

担当者氏名* 赤松 邦博
 

業種 * サービス業
 

業務内容 

(全角 400 字以内) 

産学官民連携事業（技術交流、人材育成事業等）

 

資本金 0
万円    1 万円未満の入力は不要です。  

従業員数 1
名  

郵便番号 857-1171
 (半角数字ハイフン付、"042-8501"の形式で入力)  

所在地 * 

長崎県
 以下に区市町村名以降を記入 

佐世保市沖新町1-1 佐世保高専内
 

代表電話番号 0956-34-1570
 (半角数字ハイフン付、"0138-12-3456"の形式で入力)  

ホームページ 

アドレス 
http://www.ntc.gr.jp

 

E メールアドレス akamatsu@sasebo.ac.jp
 

 

 

 

 

https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/logout.php
https://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/index.php
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企業情報管理ページ 佐世保高専卒者向け UI ターン 

企業情報更新確認 ログイン中:西九州テクノコンソーシアム様   ログアウト 求人入力 TOP 

登録内容を確認してください。 この内容でよろしければ、[OK]ボタンをクリックしてください。 

 

企業名 西九州テクノコンソーシアム 

企業名 

フリガナ 
ニシキュウシュウテクノコンソーシアム 

担当者所属 事務局担当 

担当者氏名 赤松 邦博 

業種 サービス業 

業務内容 産学官民連携事業（技術交流、人材育成事業等） 

資本金 0 万円 

従業員数 1 名 

郵便番号 857-1171 

所在地 長崎県佐世保市沖新町 1-1 佐世保高専内 

代表電話番号 0956-34-1570 

ホームページアドレス http://www.ntc.gr.jp 

E メールアドレス akamatsu@sasebo.ac.jp 

 

  OK  キャンセル
 

 

ＯＫを押すと 

企業情報管理ページ 佐世保高専卒者向け UI ターン 

企業情報更新実行 ログイン中:西九州テクノコンソーシアム様   ログアウト 求人入力 TOP 

 

西九州テクノコンソーシアムの企業の情報を更新しました。 

引き続き、求人情報を登録してください。 

 

 

 

 

 

 

http://aa252tveqa.smartrelease.jp/com/logout.php
http://aa252tveqa.smartrelease.jp/com/index.php
http://aa252tveqa.smartrelease.jp/com/index.php
http://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/logout.php
http://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/index.php
http://ssl1.broad-kids.jp/ntc-ui/com/index.php
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求人情報の登録です。 

 

 

NTC 会員企業様の企業担当者が求人情報を登録します。  

 

 

 

 

※求人情報をご登録いただいた方のみに該当（追加ご案内） 

今回はご登録いただきありがとうございました。佐世保市との連携により『させぼお仕事情報プラザ』が利用できる 

こととなりましたので、ご希望の方は引続き下記 URL によりご登録ください。 

～させぼお仕事情報プラザ～ ⇒ https://sasebo-techno.jp/plaza-2.html 

募集職種を入力します。 

募集対象の専攻を入力

します。 

勤務地を入力します。 

選考方法を入力します。 

この求人情報の有効期

間を入力します。 

求人に関する備考を入

力します。 

求人書類の PDF ファイル

を添付します。 

3. 求人情報登録 

入力後、このボタンをク

リックします。 

https://sasebo-techno.jp/plaza-2.html
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 させぼお仕事情報プラザでは、UJI ターン（移住）希望者と佐世保市在住の女性を対象に、 

就職相談・支援、あっせんを行っています。 

また、佐世保市内の人材をお探しの企業に人材の情報を発信するなど、無料職業紹介事業を 

行っています。まだ、登録されていない市内の企業がありましたら、専門の相談員が就職活動をお手伝い 

しますので、どうぞご利用ください。 

求職申込書（Excel）⇒ 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-

techno.jp%2Fimg%2F2021%2F06%2F19179074ab7c6691c1f5a8964404aeff.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK 

 事業所登録票（Excel）⇒  

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-

techno.jp%2Fimg%2F2020%2F01%2Fzigyousyotouroku2.xls&wdOrigin=BROWSELINK 

 

 

 

Copyright©2019 NTC All Right Reserved. 

お問い合わせ： akamatsu@sasebo.ac.jp 

https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-techno.jp%2Fimg%2F2021%2F06%2F19179074ab7c6691c1f5a8964404aeff.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-techno.jp%2Fimg%2F2021%2F06%2F19179074ab7c6691c1f5a8964404aeff.xlsx&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-techno.jp%2Fimg%2F2020%2F01%2Fzigyousyotouroku2.xls&wdOrigin=BROWSELINK
https://view.officeapps.live.com/op/view.aspx?src=https%3A%2F%2Fsasebo-techno.jp%2Fimg%2F2020%2F01%2Fzigyousyotouroku2.xls&wdOrigin=BROWSELINK



